
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 江戸川区教育課題実践推進校 

教育課題「主体的・対話的で深い学びの実現」 

  

 

 

 

 

      

おわりに 

 本校では、令和 2 年度、3年度の 2 年間にわたり「主体的・対話的で深い学びの実現」をテーマに、体

育科の授業改善を通して研究を進めてきました。小学校の体育科では「生涯にわたって心身の健康を保持

増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する」ことを目指しています。生きる

力の根幹となる知・徳・体の一角を担う重要な部分です。小学校の体育の授業で「運動することが好き」

と思える児童を一人でも多く育てることが大切です。 

 2 年間の研究を通して、児童の工夫を丁寧に価値づけていったり、単元を提示する際に児童が進んで取

り組みたくなる設定にしたりしたことで主体的に取り組む姿が増えたと感じられるようになりました。こ

れらの成果を「体育の授業をどう組み立てたらいいかわからない」「体育が苦手でどう教えたらいいかわか

らない」等と日々悩んでいる先生方にお伝えし、参考にしていただきたいと考えております。そのために

できるだけシンプルにわかりやすくお伝えし、さらに資料をデータで配布させていただくことで活用しや

すくなると考えました。ぜひ、本校の研究の成果を各校で参考にしていただければ幸いです。 

終わりになりましたが、今回、教育課題実践推進校として発表させていただく機会をいただきました江

戸川区教育委員会、並びに、2 年間講師として御指導いただいた、元小学校教育研究会体育部長 佐々木

昌則先生には、大変お世話になり感謝しております。この場を借りて御礼申し上げます。 

私たちの研究には「これで終わり」はありません。今後もさらに研鑽を重ねてまいりたいと存じます。

今まで本研究に携わってくださった全ての方に御礼申し上げます。ありがとうございました。 

                             北小岩小学校 副校長 前田 真一 
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研究主題 

主体的・対話的で深い学びの実現 

～体育科の授業改善を通して～ 
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【研究主題】 

主体的・対話的で深い学びの実現～体育科の授業改善を通して～ 

 

 

 

 
はじめに 

新型コロナウィルス感染症が猛威を振るってもう２年となります。全世界の生活様式を一変させたパ

ンデミックは、同タイミングで実施となった新学習指導要領の「主体的・対話的で深い学び」の実現に、

大きな影響を与えました。体育科の学習において、接触や密を避け、対話を制限するということは、教

科の特性上難しく、扱うことのできない教材もでてきます。このような条件下で、前校長の髙橋真先生

をはじめとした本校教職員は、小学校６年間を通した運動領域にもかかわらずその指導方法に悩み、敬

遠意識の高い教員が多くいる「体つくり運動」領域を通して、新しい子供の学びに沿った授業改善を目

指そうと研究を始めました。２年間の研究は、子供の学びをさらに意欲的にし、他教科の学習にも連動

し、生涯にわたって学び続けようとする姿勢を培うことを目的としています。これは、特段新しいこと

ではなく、常に学校で行われてきたことです。それを丁寧に振り返り整理をして、今回、体育科の「体

つくり運動」領域について、指導の経験や自信がない先生方へ提示しようと試みました。２年間にわた

って本校の研究を見守りご指導をいただきました、元区小教研体育部長 佐々木昌則先生には大変感謝

しております。各学年の授業研究では、翌日から自分の学級で指導に役立つアイデアを教えていただき

ました。また、江戸川区教育委員会の千葉孝教育長をはじめ、各部所とりわけ教育指導課の皆様には大

変お世話になりました。この場をお借りして御礼申し上げます。 

江戸川区立北小岩小学校 校長 藤島 寿晴 

 

 〇体育の授業での用具の準備や片付けの時間を削減したり、適切な用具を使用できるようにしたり

するために、体育倉庫や用具の整理整頓を定期的に行っています。 

 

〇体力テストや水泳記録会などの記録を掲示し、児童一人一人が目標をもてるような環境づくりを

行っています。 

 

〇わくわくタイムや体育の授業で活用したい資料等を準備し、どの教員も指導がしやすくなるよう

にしています。 

 

《特別支援教育》 
  主に、運動に関わる感覚としては「触覚」「平衡感覚」「固有感覚」というものがあります。特別支

援教室では、児童のつまずきに応じて『感覚統合あそび』を通して楽しく元気に活動できるようにし

ています。 

活動のはじめには「コオーディネーショントレーニング」を取り入れ、脳神経系に刺激を与えてから

あそびに取り組むことで“学ぶ力”と”動く力”をより高められるように実践しています。 

また、運動を行う際に、自己の体を円滑に操作するためには「ボディイメージの形成」と周囲との

位置関係を把握する「空間認知能力」が必要となってきます。それらの力を高めるために「サーキッ

ト運動」で感覚をバランスよく使えるようにしたり、「模倣あそび」で他者意識を促しながら、イメ

ージ作りやコミュニケーション能力を高めたりできるよう取り組んでいます。 

 

《体育環境委員会》 
 

 



 

 

 

学習過程の工夫              伝え合いの段階表            学びのサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

低学年 北小にんじゃしゅぎょう 
１年 言葉がけ  

２年 相手意識もたせる工夫 

学習カードの活用 

中学年 わくわくアイランド！冒険へ出発！ 
３年 声かけの見本  

４年  ねらいに合わせた言葉がけ 

次時を見通した 

学習カードの工夫 

高学年 体力アッププロジェクト ５年 言葉がけ例   

６年 言葉がけの段階表 

ポートフォリオの活用 

 

低学年「北小にんじゃしゅぎょう」               ２年「相手意識をもたせる工夫」                            

ポートフォリオの活用 

 

                                 

  

 

 

 

 

 

 

 

中学年「わくわくアイランド！冒険へ出発！」          ３年「声かけの見本」                                

  

 

 

 

 

 

 

主体的な学びを育むために 

児童が「やってみたい」と思えるような運動との出会いを

設定した。また、見通しがもてる学習計画を設定すること

で、主体的な学びが単元を通して継続していくと考えた。 

対話的な学びを育むために 深い学びを育むために 

伝え合いの段階を明確にし、その力が育まれるような手だ

てを設定した。６年間を通して、発達段階に応じた対話的な

学びを習得・活用できるようにした。 

「課題設定・課題解決・振り返り」を繰り返しながら、よ

りよく課題を解決していくことを学びのサイクルであると

考えた。そこで、これまでの経験を活用して学習できる手だ

てを設定することで、深い学びが生まれると考えた。 

指導案 P1-4へ！ 

指導案 P2-4へ！ 

指導案 P3-5へ！ 

指導案 P4-4へ！ 

指導案 P5-4へ！ 

指導案 P6-5へ！ 

指導案 P1-7へ！ 

指導案 P2-8へ！ 

指導案 P3-8へ！ 

指導案 P4-7へ！ 

指導案 P5-7へ！ 

指導案 P6-9へ！ 指導案 P6-8へ！ 

指導案 P5-5へ！ 

指導案 P4-6へ！ 

指導案 P3-7へ！ 

指導案 P2-7へ！ 

指導案 P1-6へ！ 

 



 

 

 

 

 

全校一斉運動遊びとして、中休みと昼休みに設定しています。運動遊びを通して、運動への興

味関心を高め、運動することを習慣付けることができるようにすることで、体力の向上を目指し

ています。1学期は、教師が中心となり、学級ごとにそれぞれの場で運動に親しみました。2学

期はたてわり班で行い、６年生がプレイリーダーとなり、異学年交流をしながら、運動に親しみ

ました。 

 

研究構想図 

 

 

 

かけっこ遊び 思いっきりスロー なわとび 

ラダー 固定遊具 ゴムとび 

学校教育目標 

○心豊かでやさしい子 ○よく考え表現する子 ○体をきたえ元気な子 

児童の実態 

・運動に対して意欲的な児童が多い。 

・運動に見通しをもって活動している児童が少ない。 

・友達の動きを参考にしたり、分かったことやできたことを伝え合ったりする児童が少ない。 

 

体育科における教育的課題 

・新学習指導要領完全実施に向けた「主体的・対話的で深い学び」の実現 

・児童の体力や運動に対する意欲の二極化 

・教員研修等を通しての指導力の向上 

研究教科・領域：体育科・体つくりの運動遊び 体つくり運動 

 

目指す児童像 

低学年：進んで運動遊びに取り組むとともに、運動遊びに触れ、考えたことを友達に伝えられる児童 

中学年：運動の楽しさや喜びに触れ、課題を解決するために協力し、考えを伝え合う児童 

高学年：運動の楽しさや喜びを味わい、自己の課題を見付け、関わり合いながら、解決の仕方を工夫

できる児童 

 

 

 

研究仮説 

体育科の時間における児童の「主体的」「対話的」「深い学び」の姿を明確にし、その授業のねらいの

実現に向けた手だてを考え、講じることにより、児童は運動の喜びや楽しさを味わい、進んで運動に

取り組むことで、体力や運動に対する意欲を向上させることができる。 

 

  

 

 

研究主題  

主体的・対話的で深い学びの実現 
〜体育科の授業改善を通して〜 

 

 

 

《体育的活動：わくわくタイム》 
 

その他の実践 


